
１　学校教育目標

２　現状分析（前年度の評価と課題を踏まえて）

３　本年度重点を置いて目指す成果・特色、取り組むべき課題

　　　　　　　《学校チャレンジ目標》
　　　　　　　　　「生徒自らが自らを高めるＰＤＣＡによる
　　　　　　　　　　チャレンジ目標の設定と実行」

4　自己評価 5　学校関係者評価
評価
領域

重点目標 具体的方策（教育活動） 評  価  基  準
達成
度 重点目標の達成状況の診断・分析 学校関係者からの意見・要望等 評価

学習指導

基礎学力の向上

図書関係

読書習慣の定着

環境整備

学校内外の美化

生徒指導

基本的な生活習慣
の醸成
　
規範意識の高揚

保健体育

体力と気力の充実

教育相談

教育相談活動の充
実

進路実現

夢を実現するため
のキャリア教育を充
実させ、生徒の進路
を支援する

PTA活動

PTA活動の充実

ものづくり教育の充
実

ロボット競技やものづくりコ
ンテストに参加し、技術や技
能を高めるとともに、ものづ
くりに関する意欲や関心をも
たせる。

ロボット競技やものづくりコンテストで
　４：優勝が1、入賞が２以上
　３：入賞が３以上
　２：入賞が２以上
　１：入賞が２未満

3

　本年度は、土木科の測量３部門での入賞のみであった。しかし
ながら、他の科・コースとも入賞には至らなかったが、それに迫る
成績を上げている。県全体に競技レベルが上がってきており、学
校間の競争も激しいが、生徒の興味・関心を高め、指導を充実し
来年度につなげたい。

・成果が上がるよう、一層の充実を
お願いしたい。

Ｂ

専門的職業人の育
成

資格取得のための支援を行
い、取得によって工業技術
や職業人としての意欲や関
心を高める。

ジュニアマイスターのポイント合計で
　４：２１００ポイント
　３：１９００ポイン
　２：１７００ポイント
　１：１７００ポイント未満
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　１月末時点でのポイント合計は、延べ人数５４６人、１４２１ポイントであ
る。評価基準のポイントは学年定員が１６０名のときに掲げられたものな
ので、学年定員が１４０名の現在では目標のポイントが高いとも言える
が、昨年度に比べて、ポイントの高い資格の取得者が減少している。この
ことを反省点とし来年度に向けての課題としたい。

・資格の有利性、必要性などを早
い段階から伝えていく必要があ
る。
・部活動も大切であるが、在学中
に資格取得を目指して学ぶ意欲を
高めていくことも大事なことであ
る。資格取得を一層推し進めてほ
しい。

Ｂ

平成２５年度　山口県立下関中央工業高等学校　学校評価書　　　校長 (  上　田　晃　久  ）

教育目標・・・・・・①明朗健全な心身の発達を図る。　②勤労を愛好し、個性豊かな技術者としての資質の伸長を図る。　③誠実を旨とし、旺盛な責任感と協調の心情を培う。
中・長期目標・・・①　「質実剛健」の校訓のもと地域との連携を図り、地域から信頼され、共に感動できる学校づくりの推進
　　　　　　　　　　②　生徒の個性を育て、進路希望に応じたキャリア教育の推進
　　　　　　　　　　③　工業技術の基礎基本を習得させ、ものづくりを支える専門的職業人の育成

１２月末までに、１２回実施。今後も予定を通りに実施できそうであ
る。ジュースの紙パックの散乱等の問題については今後も継続し
て考えたい。

・継続して取り組んでほしい。

１２月末までの各月における図書室の一ヶ月の延べ利用者は平
均１００人強である。今後も「図書だより」発行などを通じて利用の
促進を行う。

各科目第４回までの結果を平均した、得点率８割以上の生徒の割
合は５４，８％であり、今後もより一層の指導を必要とする。
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・図書室の利用の動機づけや習慣
づけを工夫して、読書習慣を身に
付けさせてほしい。
・授業の中で、教員から本の紹介
をすることもあってよいのでは。

・生徒への自己目標として、８０％
達成と具体的にさせて実施をさせ
ること、そして、実施後に振り返り
の学習をさせると効果が上がるの
ではないか。

得点率８割以上の生徒が
　  ４：６０％以上
　  ３：５０％以上
　  ２：４０％以上
　  １：４０％未満

国語・数学・英語の基礎テス
トを年間計画に従って実施
する

「挨拶の励行」、「皆勤の奨
励」、「服装や身なりの厳正」
等、真摯な生活態度や基本
的な生活習慣の育成を図
る。規範意識の高揚に努め
る

学期に数回、美化委員によ
る美化活動の日を設ける

美化活動の実施回数が年間
　　４：１２回以上実施
　　３：１０回以上実施
　　２：８回以上実施
　　１：６回以下
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Ｂ

Ａ

・早い時期からの啓発が大切。働
く場所や職業を具体的に考えさせ
ることが必要なのではないか。
・安全教育や事前研修の充実をお
願いしたい。

・本校を卒業すると、ほとんどの生徒が社会人となる現状において、知・徳・体において生徒に着実に身につけさせるべき点を教職員が共通認識し、その定着に向けた指導の方向
性を一　致させることで目標、実行、点検、改善のＰＤＣＡサイクルの効率と効果の向上を目指し、生徒・教職員が共に感動する場面を多く作り出す必要がある。
・学校関係者評価者委員会において指摘を受けた点について積極的に改善を図り、学校の活性化に繋げていく。
・学校運営においても分掌組織や教育課程等の改善に取り組む必要性がある。

　　次世代で活躍し、信頼される人材の育成　～凡事徹底～
　　　　　　　　　　①　基礎的・基本的な知識及び技能の確実な習得
  　　　　　　　　　②　社会人として必要な基本的な生活習慣の確立
　　　　　　　　　　③　教職員の協働体制による組織力の向上

「図書だより」を発行し、図書
室の利用度を高める

Ｂ

図書室の一ヶ月の延べ利用者が
　  ４：２００人以上
　  ３：１００人以上
　  ２：５０人以上
　  １：５０人未満

・体育大会の盛り上がりが続くよう
に取り組んでほしい。

教
務
課

Ａ

Ａ

体育授業中に走・跳・投ﾄﾚｰ
ﾆﾝｸﾞを体づくり運動として取
り入れて生徒の体力の向上
を図り、新体力ﾃｽﾄの各種
目数値が県平均を上回るよ
うに支援する。

前年度よりも県平均を上回った種目数が
（）内は女子
　４：３種目以上（２種目以上）
　３：２種目以上（１種目）
　２：同じ（同じ）
　１：下回る（下回る）

・良い伝統は続けてほしい。
・厳しい指導も必要である。

・早期発見が何よりも肝要である。
生徒の変化を見逃さないよう、保
護者と協力をし、外部機関との連
携・協力を一層進めてほしい。 Ａ
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◇２年男子…６種目（上体起・体前屈・反復・持久走・ＳＲ・ＨＢ投）
◇ 〃 女子…２種目(上体起・体前屈）
◇３年男子…６種目（握力・上体起・体前屈・持久走・ＳＲ・ＨＢ投）
◇ 〃 女子…５種目（握力・上体起・持久走・ＳＲ・ＨＢ投）
男子では、握力・持久走などの基礎体力は上回っているが、５０ｍ
走・立ち幅跳びなどスピード・瞬発力系の低迷が目立つ。女子で
は、全体的に低迷している中、3年女子の健闘が目立つ。

定期的に行う頭髪服装検査の合格者が
　　４：９０％以上
　　３：８０％以上
　　２：７０％以上
　　１：６０％以上
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生徒の状況を把握するた
め、係会を定期的に実施し、
情報交換や情報共有を図
る。
「教育相談だより」を発行し、
生徒へSC来校日を連絡して
SCの利用を活性化する。

　４：係会１５回以上、便り８回以上
　３：係会１２回以上、便り６回以上
　２：係会８回以上、便り４回以上
　１：係会８回未満、便り４回未満 3

生
徒
課

合格者は，一学期８９．８％，二学期８６．７％，１月９１．８％，累計
８８．４％で，平成２４年度の９１．７％と比較すると減少してしまっ
た。今年度は９月の就職試験前に靴下や下着の色・柄など，特別
厳しい点検をしたため３年生の合格が３６％（他月の平均合格が８
５．４％）となったためと思われる。但し、年間を通しても３年生の数
値が低い。頭髪服装（外見）から規範意識（内面）が向上し社会へ
送り出せる様，継続して指導したい。

ＰＴＡ総会における出席率が
４：４０％以上
３：３０％以上
２：２０％以上
１：２０％未満
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Ａ

・ＰＴＡ総会の出席率は３０％であり、出席率を向上させる取り組みを続ける必
要がある。地区懇談会では、３会場で３０名の参加があり、保護者との連携を
深めるためにも、出席率を向上させる取り組みを検討する必要がある。
・ＰＴＡ企業見学会、全国高等学校ＰＴＡ連合大会山口大会等の、諸活動に役
員をはじめ多くの保護者の方々に参加していただき、就職先企業の業務内
容、保護者間の情報交換を通じて、保護者のスキルアップが図れた。

・参加者が多くなるように、一層取
組を進めてほしい。

SCの来校にあわせて係会を実施し、係内での情報共有を行うと
共に、２学期は学年毎の情報交換会を実施した。
教育相談だよりを毎月発行し、ＳＣの来校予定や相談メールの受
付など生徒・保護者への情報提供を行っている。ＳＣの利用は
徐々に増加している。

進
路
指
導
課

4

工
業
科

・５・６月に求人開拓のための企業３２０社を訪問した。採用人数を減少させる
企業が多く、依然厳しい就職活動が予想されたが、求人数は昨年同水準で
あった。応募前職場見学にはのべ６０社訪問し、全教員で生徒引率をして、生
徒のマッチングへの指導も円滑にできた。一次試験の合格率は８３％であっ
た。
・キャリア教育では、２年次のインターンシップに向けて、社会観・勤労観を育
てる指導をする必要がある。

卒業時における進路未決定者が
４：なし
３：５名以内
２：１０名未満
１：１０名以上

Ｂ

3年間のキャリア教育プログ
ラムを通して、全ての生徒の
希望する進路が実現するよ
う支援する。

ＰＴＡ総会、地区懇談会、校
内諸行事への参加を呼びか
け、学校と保護者との連携
を深める。


